
 

３．学校生活での行動指針 

以下の内容は、日産校教育方針に則り、充実した学校生活を送るための模範となる行動です。 

 

１．幅広い自動車技術とプロを目指すための実践力を学ぶ 

◆授業では自ら進んで学び、幅広い自動車知識、技術、実践力を修得する。 

   あなたが、学ぶ気にならなければ、授業も意味がありません。幅広い知識・技術と実践力を身につけるために、自ら

進んで学び、なぜ？と考え、分からない事があっても諦めずに理解する努力を続けることが重要です。 

 

２．お客さまに感謝されることを喜びとするマインドとコミュニケーション力を学ぶ 

◆明るく元気な挨拶を習慣づけることが、将来のお客さまに感謝と喜びを与えます。 

「笑顔」 

明るい笑顔は人の気持ちを明るくする。自信を持って笑顔で挨拶することが大切です。 

「声」 

明るい声は話しやすく、元気な声は自信を感じさせる。明るく、元気な声はコミュニケーションの基本であり、二つ

が揃えば相手に好印象を与えます。 

「心」 

心のこもった挨拶は、相手の心に届く。挨拶には「私は、あなたを歓迎します」と言う気持ちを込めましょう。 

◆清潔感ある身だしなみをする。 

「頭髪・髭」 

第一印象で相手に良い印象を持ってもらう為には「見た目」は大切であり、コミュニケ－ションを取るときなどにも

大変重要なポイントです。特に頭髪・ひげは要注意です。 

「服装」 

服装は、身だしなみの一つ。清潔感のある服装は人と接するときには大切なツールです。日頃の服装に気を配

り、特に実習服は清潔にして安全のためにも正しく着用しましょう。 

「装身具」 

お客さまと接する場合、過度の装身具はマイナスのイメージを与えます。 

特に、整備士は車に傷を付けるような装身具は付けられません。また、身に付けた場合、自分の怪我などの事故

に繋がることもあります。 

◆コミュニケーションは積極的にとる。 

「対話」 

先生やクラスメイトとは積極的にコミュニケーションをとり、相手から学ぶことを大切にする。また、先生への報・連・



 

相も大切なコミュニケーションです。 

「報告」・・・与えられた役割・活動・学習の進み具合を報告しましょう。 

「連絡」・・・身辺で起きた大きな事柄を連絡しましょう。 

「相談」・・・悩みや心配ごとは相談しましょう。 

 

３．社会人として愛され信頼される豊かな人間性を学び、たゆまぬ向上心を身につける。 

◆ルールを守り、お互いを気遣う気持ちを大切にする。 

「規律・マナー」  

社会では、お互いが気持ちの良い充実した生活を送る為に規律・マナーがあります。規律・マナーを心得て生活

する事で、あなたは社会から信頼を得る事ができ、その信頼は人とのコミュニケーションを作るうえでの土台となりま

す。 

「思いやり」 

相手に信頼されるためには、思いやりを持って接することが大切です。相手は必ずそれに応えて、豊かな人間関

係を築くことができます。 

「友情」 

真の友情とは互いの損、得に関係なく助け合い、本音で語り、互いに高め合っていけるものです。最後の学生

生活で真の友情を築くことが大切です。 

◆常に自己研鑽に心掛け、物事に積極的に取り組む。 

「目標」「参加」「挑戦」 

授業はもとより、自分を磨くために授業以外の事にも目標を持って参加し、失敗を恐れず挑戦しましょう。学生

生活は限られており、その中で、できるだけ多くの経験を積む事で多くの学びが得られます。とにかく、何でも、参加、

挑戦することが重要です。 

 

４．それらを「クルマの持つ魅力・可能性・人との係わり」の学びを通して実現する。 

◆自動車を学ぶことで、社会を学ぶ。 

 「人間力」 

   自動車の知識、技術を学ぶ中から社会人としての心構え、マナー、行動など自立した一人の人間として力強く生

きていくための総合的な能力を高め、更に人間的な成長を目指すことが重要です。  

５．多様性を受容・評価・尊重する。 

私たちは、人種、国籍、性別、宗教、身体障害、年齢、出身、性自認/性的指向を尊重します。それらの理由

での差別やいやがらせ行為はしません。また、差別やいやがらせ行為を見たり聞いたりしても容認しません。 


